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糖化酵素生産特'性の詳細解析’ イ酵 生 特 角

バイオエタノール製造時の酵素コストを低減するため、セルラーゼ生産能力が極めて高い

糸状菌Trichodermareeseiの変異株を様々 な培地において培養し、酵素のオンサイト生

産技術および利用技術の開再発を目指しました。前処理された単子葉原料や糖化プロセスで

得られる糖質などを含む培地において、7胃reeseiの酵素生産特性を詳細に解析しました。

1.バイオマスを炭素源としたときの酵素生産

純粋なセルロースを基質として用い

た場合と比較して、稲ワラやサトウキ

ビバガスを炭素源とした培養ではヘミ

セルロースの分解に関与する酵素の生

産量が多くなっていることが分かりま

した。
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'2バイオマスに含まれる糖質で酵素生産
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各変異株が生産するタンパク質量(左)および酵素生産性(右)に与えるバイオマス由来糖質の影響(赤、ATCC66589
株；緑、M2-1株；青、M3-1株；黄、M8-1株）

28

|||’１
１



酵素生産を誘導する基質を探すために、様々 な両/でesei変異株を用いて、プロセス中に生成する糖

質などを誘導物質として用いた酵素生産を検討しました。その結果、株の違いによって各糖質に対す

る応答は異なっていましたが、ほとんどの炭素源においてM3-1株の酵素生産性が優れていました。

a酵素生産i性を極めて高くする化合物の発見

セルロースを基質として培養した時に、ある化合物（化合物X)を50-500̂ /M添加すると、
外液においてタンパク質の生産I性が著しく向上することを見い出しました。得られた菌体外液（

セル分解活性も同様に高くなっていたため、タンパク質の組成を解析したところ、主要なセル

の組成は変わらず、様々な酵素の生産を一様に高めることが分かりました。

>る化合物（化合物X)を50-500̂ /M添加すると、菌体

上することを見い出しました。得られた菌体外液のアビ

タンパク質の組成を解析したところ、主要なセルラーゼ主要なセルラーゼ
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菌体外タンパク質(左)およびセルラーゼ活性(右)に与える化合物X添加の影響

赤：コントロール；緑：化合物X50uM;青：化合物X250MM;黄：化合物X500/JM
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